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平
成
四
年
度
高
森
町
同
和
教
育
推
進
協
　
　
勢
、
部
落
解
放
の
闘
い
に
学
び

議
会
総
会
が
六
月
十
九
日
、
町
林
業
総
合
　
　
の
解
消
に
取
り
組
む
教
育
活
動

三
部
会
か
ら
事
業
実
績
報
告
が

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
の
今
村
町
長
が

「町
　
　
さ

報 修 識
告 会 の
｀
に 高

支 参 揚
音5カロ に
交 し 努
流 た め
に 職 る
よ 員

｀

る の 研

会 い
か き
ら ま
ビ す
ア

オ と
の あ
禾ll レヽ
用 さ
促 つ
進 の
を 後
図

｀

り 行`
政

意 部

今 を
後 あ
|ま クデ
基 て
木 事

法 業

制 r
常 収

''り両 準
け ル
チ で

努|:
1  レ
レ レ

て
′
ヽ

部 こ れ
落 の ま
解 後 し
放

｀
た

県 習
本 会
音6 1こ

、̂“」■■嘔躍

の ・ 教 ビ 発 ら 人
確 ¬ 育 デ 推 各 権
立 同 部 オ 進 種 学｀

和 会 に り 委 習
実

Lか
よ 1員 の

践 教 ら る ダ ・ 推
を 育 教 学 1団 進
通 に 職 習 の 体 と
し 関 員 会 育 研

｀

て す 自 の 成 修 社
学 る 身 推

｀
会 会

ぶ 基 の 進 各 の 教
教 本 部 と 家 開 育
師 的 落

｀
庭 催 部

の 認 間 学 で
｀
会

姿 識 題 校 の 啓 か

あ 権
り の
ま 重
し さ
た は°

地
球
よ

の ま え
人 た る
権 ¬ よ
も 自 う
大 分 推
事 の 進
で 人 し
あ 権 て

題 く
を な
一 い
般 と
町 い
民 う
に の
も が

り る が い つ

重
°
大 た と

本

65人が出席 して開かれた総会
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▲はなしのぶコンサート

人□の動き
(6月 1日現在)

世帯数 2,539(-4)
男  4,000(-10)
女  4,327(-10)

総 数 8,327(-20)

と 田 県
題 政

雄
さ

講 ん

演 が 推 全
さ 司 進 体
れ 国 会 学

し

て

二 民
部 的

≪

く

く

く

ヽヽ

・部
落
差
別
Ⅵ

一の
推
進
と

Ⅵ

あ
り
承
認
術Ａハ

ヽ
フ
脅

い 人 事 だ 認 で 関 関 と 落 課
間 な き 識 す わ 係

｀
問 題 書 移

た し
°

り な お 題 の 記 り
講 人 ば い て 部 あ い れ に 展 長

｀

話 の
｀
■ も 落 い と に な 望 の 熊

が 人 人 気 ら 間 た か は る L本
本

rl、 /1、 4、 /1、 ■、ィ|、 /1、 /1、 /1、 ′ず、/1ヽハ

`ヽ

/1ヽ /1ヽ/1ヽ

と 一 ら

編

「
６

一〓

０

高
森
町
工
事
請
負
契
約
の
入
札

結
果
等
に
係
る
公
表
規
程
が
、
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

水
し
た
。

公
表
の
対
象
は
、
請
負
対
象
設

計
額
が
五
百
万
円
以
上
（た
だ
し
、

町
長
が
跡
要
と
認
め
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
）
。

公
表
の
方
法
は
、
「広
報
た
か
も
り
」

に
掲
載
す
る
。
入
札
件
数
等
に
よ

り
数
力
用
分
を

一
括
し
て
公
表
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
△フ
用
号
に
、
入
札
結
果

を
掲
載
し
ま
し
た
。
△フ
後
、
該
当

す
る
入
札
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

讀
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
な
す
。

(1992.5メ ]'受 付分 )
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議 会 だ よ り

平
成
四
年
第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
六
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、

四
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
六
千

三
百
七
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
、
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
十
七
議
案

が
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

●

す
た
め
、
汗
じ
み
の
形
跡
が
残
り

ま
せ
ん
。

ふ
つ
う
の
洗
濯
ノ
リ
を
薄
く
溶

い
て
、
霧
吹
き
で
ス
プ
レ
ー
を
し

て
も
同
じ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
洗

濯
を
し
た
後
、
そ
の
つ
ど
わ
す
れ

な
い
で
ノ
リ
を
ス
プ
レ
ー
し
て
お

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
の
汗

じ
み
は
、
だ
れ
し
も
気
に
な
る
も

の
で
す
。
そ
の
ま
ま
ほ
う

っ
て
お

く
と
、
汗
に
含
ま
れ
て
い
る
脂
肪

な
ど
が
黄
色
い
し
み
と
な

っ
て
残

っ
て
し
ま
い
、
洗
濯
し
て
も
な
か

な
か
落
ち
な
く
て
苦
労
し
ま
す
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
の
汗

じ
み
の
予
防
に
は
、
市
販
さ
れ
て

い
る
ス
プ
レ
ー
式
の
洗
濯
ノ
リ
を
、

汗
じ
み
の
で
き
や
す
い
箇
所
を
中

心
に
、
表
裏
に
吹
き

つ
け
て
お
く

と
い
い
で
し
ょ
う
。
ノ
リ
が
汗
を

吸
い
取
り
、
洗
濯
の
と
き
に
ノ
リ

が
汗
や
汚
れ
を

一
緒
に
洗
い
お
と

洗
濯
ノ
リ
を
吹
き
つ
け
る

家
庭
で
で
き
る
、
簡
単
な
ド
ラ
イ

ク
リ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

最
近
は
し
み
抜
き
に
、
い
ろ
い

ろ
な
薬
品
や
洗
剤
が
出
回
り
便
利

に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
衣
服
の
繊

維
に
よ

つ
て
、
し
み
抜
き
の
種
類

も
違
い
ま
す
。
試
用
前
に
衣
服
の

目
立
た
な
い
部
分
に
薬
品
を
塗
り
、

変
色
し
な
い
か
テ
ス
ト
を
し
ま
し

ょ
”り
。

上
色
見

。
東
中
原古

　
木

芳

さ

ん
側

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

十
七
議
案
を
可
決

一般会計補正予算などが審議された定例議会

く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
だ
け

で
な
く
、
背
広
や
ス
ー
ツ
も
夏
に

は
汗
を
吸
い
込
み
ま
す
。
背
広
な

ど
の
汗
じ
み
は
、
脂
肪
な
ど
を
溶

か
す
働
き
の
あ
る
、
ア
ン
モ
ニ
ア

水
で
ふ
き
取
る
と
効
果
的
で
す
。

薄
汚
く
な
り
ま
す
。
絹
の
ス
カ
ー

フ
な
ど
は
、
水
洗
い
す
る
と
台
な

し
で
す
。　
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
瓶
な

ど
に
ベ
ン
ジ
ン
を
少
量
入
れ
て
、

ス
カ
ー
フ
や
ネ
ク
タ
イ
を
そ
の
な

か
に
入
れ
て
ふ
た
を
し
、
シ
ェ
ー

カ
ー
を
振
る
要
領
で
振
り
ま
す
。

☆仕事は楽しいですか

コンピューター入力の仕事を主にして

いますが、操業を始めたばか りで、今か

らいろんな仕事を覚えていきたい と思っ

ています。若い人が多く毎 日楽 しく仕事

をしています。

☆今、いちばんや りたいことは

ヨーロッパに旅行に行って見たい。

☆どんな町づ <りを望みきす か

雇用の場をもっと確保して、若い人が

のこる町づくり。

道
路
改
良
費
な
ど
に

六
千
三
百
万
円
を
増
額

平
成
四
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
千
三
百
七
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
三
十
五

億
八
百
七
万
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
町
道
色

見
環
状
線
改
良
工
事
、
高
森
川
災

害
復
旧
工
事
な
ど
と
な

っ
て
い
ま

す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に

四
百
万
円
を
増
額

平
成
四
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二

億
六
千
七
百
七
十
万
八
千
円
と
し

ま
し
た
。

ア
ン
モ
ニ
ア
大
さ
じ

一
杯
を
、　
コ

ッ
プ

一
杯
の
お
湯
で
溶
か
し
た
溶

液
で
汗
じ
み
を
ふ
き
取
り
ま
す
。

そ
の
後
、
ぬ
る
ま
湯
で
固
く
絞

っ

た
タ
オ
ル
で
丁
寧
に
ふ
き
ま
す
。

ス
カ
ー
フ
や
ネ
ク
タ
イ
も
、
長

く
使

っ
て
い
る
と
し
み
が
つ
き
、

老
人
保
健
特
別
会
計
に

四
千
五
百
四
十
四
万
円
を
増
額

平
成
四
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
四
千
五
百
四
十
四
万
九

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
七
億
五
千
三
百
九
十

一

万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（高
森
町
税
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
二
年
度

高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算
）

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
二
年
度

高
森
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金

特
別
会
計
補
正
予
算
）

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
四
年
度

高
森
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
）

■
高
森
町
平
成
三
年
度
分
の
納
期

の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
　
０

つ
い
て

■
高
森
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い

て■
高
森
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

■
高
森
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

日
高
森
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
及
び
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
嘱
託
駐
在
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
高
森
町
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣

事
業
負
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●   ●

①国道325号線改良工事に係る草部簡易水道本管布設替補償

工事 (I-1工 区、工期平成 4年 5月 16日 ～ 9月 7日 )

5,448,700円 (株)藤本組

②国道325号線改良工事に係る草部簡易水道本管布設替補償

工事 (I-2工 区、工期平成 4年 5月 16日 ～ 9月 7日 )

6,643,500円い藤本組

汗
じ
み
の

予
防
と
と
り
方

■職 業 :青山製作所

■趣 味 :映画鑑賞

■血液型 :のんび りした性格のA型

結本L

診療 は午前 9

時か ら午後 5

時 まで

７
月
１２
日
　
み

な

み

阿

蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
⑦
２
０
３
０

７
月
１９
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
２
０

７
月
２６
日
　
平
　
田
　
医
　
院

８
②
０
２
１
６

８
月
２
日
　
馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

(11)

お 知 ら せ

□ □

□ □ □

‐ロ ロ ロ

饉
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亀
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お 知 ら

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
７
月
２７
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
出

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
７
月
１８
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
中
央
公
民
館

高
校
三
年
生
の
皆
さ
ん
、
７
月

１
日
か
ら
自
衛
官
募
集
が
始
ま
り

ま
す
。
特
別
職
の
国
家
公
務
員
と

し
て
技
術
を
身
に
つ
け
、
安
定
し

て
働
け
る
職
場
で
す
。

一
、
二
等
陸

・
海

・
空
士

（男
子

女
子
）

一
般
曹
候
補
士

（男
子

・
女

子
）

一
、　
一
般
曹
候
補
学
生

（男
子
）

一
、
航
空
学
生

（パ
イ
ロ
ッ
ト
コ

ー
ス
・
男
子
）

一
、
看
護
学
生

（女
子
）

一
、
防
衛
大
学
校
学
生

（男
子

・

女
子
）

一
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

（男

子

。
女
子
）

な
お

一
般
二
等
陸

・
海

。
空
士

（１８
歳
か
ら
２７
歳
未
満
）
は
常
時

受
付
け
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
自

衛
隊
係

（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
ま
た

は
自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部
阿
蘇

募
集
事
務
所

（
８
０
９
６
７

・
３

４

・
０
３
４
８
）
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

水
は
生
命
の
源
で
あ
り
、
私
た

ち
の
毎
日
の
く
ら
し
を
支
え
る
貴

重
な
資
源
で
す
。
「く
ま
も
と
水
の

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
９２
」
は
、
水
に

つ
い
て
親
し
み
な
が
ら
考
え
て
い

た
だ
け
る
楽
し
い
催
し
で
す
。

■
と
　
き
／
８
月
１
日

（土
）

「水
の
日
」
～
３
日

（月
）

■
と
こ
ろ
／
熊
本
市
水
の
科
学
館

（八
景
水
谷
公
園
内
）

■
内
　
容

Ａ
ゾ
ー
ン

（水
の
科
学
館
内
）
常

設
展
示

「水
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
知
識

・
節
水
方
法
等
」
、親
と
子

の
水
の
セ
ミ
ナ
ー
、
作
文
、
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展
示
、

影
絵
劇
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
イ
ビ
ジ

ヨ
ン

放
映

Ｂ
ゾ
ー
ン

（水
の
科
学
館
前
テ
ン

ト
）

水
を
守
る
コ
ー
ナ
ー

〔県

・
市
町

村
の
取
り
組
み
紹
介
、
パ
ネ
ル
・

機
器
展
示
〕

Ｃ
ゾ
ー
ン

（八
景
水
谷
公
園
）

水
の
飲
み
比
べ
、
鰻
の
つ
か
み
ど

り
、
水
辺
の
お
も
ち
や
作
り
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
、
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

〔カ
キ
氷
、
そ
ば
〕
、
水
辺
自
然
観

察
教
室
等

詳
し
く
は
、
県
水
保
全
対
策
室

（
８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１

１
１
）

へ
。

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
保

母
の
資
格
を
習
得
し
よ
う
と
す
る

者
、
ま
た
は
現
に
保
母
と
し
て
児

童
福
祉
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
者

の
基
礎
知
識
及
び
技
術
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
保
母
試
験
準

備
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
／
７
月
２０
日

（月
）
か

ら
７
月
２７
日

（月
）
ま
で
の
日
曜

日
を
除
く
７
日
間

■
と
こ
ろ
／
熊
本
県
福
社
会
館
５

Ｆ
第
１
会
議
室

■
定
　
員
／
２００
名

■
受
講
者
の
範
囲

①
平
成
４
年
度
熊
本
県
保
母
試
験

の
受
験
資
格
を
有
す
る
者
。

②
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
児
童

の
保
護
及
び
保
育
に
従
事
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
者
。

③
そ
の
他
、
特
に
児
童
の
保
護
の

た
め
受
講
を
希
望
す
る
も
の
。

詳
し
く
は
、
県
社
会
福
祉
協
議

会

（
雰
０
９
６

・
３
２
４

・
５
４

５
４
）

へ
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

「あ
の
人
は
地
獄
耳
だ
か
ら
」

と
い
う
と
き
、

一
度
聞
い
た
ら
忘

れ
な
い
記
憶
力
抜
群
の
人
、
ま
た

は
う
わ
さ
な
ど
を
、
す
ぐ
聞
き
込

む
早
耳
の
人
を
意
味
し
ま
す
。

「地
獄
覚
え
」
と
い
え
ば
、
人

が
忘
れ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る

こ
と
を
、
い
つ
ま
で
も
記
憶
し
て

い
る
人
の
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に

は
、
な
ぜ

「地
獄
」
が

つ
い
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
仏
教
語
の
「地

獄
」
は
、
現
世
で
悪
い
こ
と
を
し

た
人
間
が
、
死
後
地
下

の
閣
魔
の
庁
で
大
王
の

審
判
を
受
け
、
獄
卒
の

鬼
か
ら
絶
え
ず
責
苦
を

与
え
ら
れ
る
場
所
で
す
。

罪
人
を
煮
る

「地
獄
の

釜
の
蓋
も
あ
く
」
休
日
は
、
正
月

十
六
日
と
盆
の
七
月
十
六
日
だ
け

で
、
あ
と
は
刑
罰
か
ら
逃
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
つ
ま
り

「地
獄
」
は
、

一
度
入
っ
た
ら
出
て
こ
れ
な
い
と

い
う
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

「地
獄
」
の
つ
く
言
葉
は
、
こ

の
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
「地
獄
壺
」

は
、
入
れ
た
ら
最
後
壊
さ
な
い
と

取
り
出
せ
な
い
貯
金
箱
。
つ
ま
り

「地
獄
耳
」
は
、　
一
度
入
っ
た
言

葉
は
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
　
Э

で
す
。

●   ●

●   ●

1地獄耳 |

年

　

金

法
　
律

（無
料
）

自
　
衛
　
官

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
七
月
二
十

日

（予
定
）
か
ら

「国
内
旅
行

業
」
を
始
め
ま
す
。

会
社
の
設
立
時
か
ら
、
鉄
道

事
業
と
と
も
に
旅
行
の
斡
旋
を

行
う

「国
内
旅
行
業
」
を
取
り

扱
う
予
定
で
し
た
が
、
取
扱
資

格
者
が
い
な
い
等
の
事
情
に
よ

り
開
始
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

今
般
諸
条
件
が
整
い
ま
し
た
の

で
、
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
国
内
の
旅
行
に
関
す
る

全
て
の
取
り
扱
い
を
い
た
し
ま

す
。
お

一
人
で
の
旅
行
か
ら
、

団
体
旅
行
ま
で
満
足
の
い
く
手

配
を
し
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
第
ニ
セ
ク

タ
ー
鉄
道
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
ち
、
永
読
的
か

つ
安

定
的
な
経
営
を
続
け
て
行
こ
う

と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご

用
命
を
お
待
ち
し
ま
す
。
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

①
Ｊ
Ｒ
券

（特
急
券

・
寝
台
券

。
と
く
と
く
切
符
等
）

②
航
空
券

③
バ
ス

（観
光
地
等
の
定
期
観

光
バ
ス
の
予
約

・
団
体
貸
切

り
の
予
約
等
）

④
宿
泊

（旅
館

・
ホ
テ
ル
の
宿

泊
予
約
等
）

⑤
観
光

（観
光
施
設
や
レ
ジ
ヤ

ー
施
設

へ
の
入
場
予
約
）

⑥
団
体
旅
行
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

作
成

。
予
約

（職
場
旅
行

。

グ
ル
ー
プ
旅
行

。
研
修
旅
行

・
保
育
園
や
幼
稚
園
の
遠
足

旅
行
等
）

ま
た
、
九
州
旅
客
鉄
道

（Ｊ

Ｒ
）
で
は
、
七
月
十
五
日
か
ら

新
幹
線
並
び
に
鹿
児
島
本
線
、

豊
肥
本
線
等

一
連
の
時
刻
を
改

正
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
接
続

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
南
阿

蘇
鉄
道
で
も
、
七
月
十
五
日
か

ら
時
刻
を
改
正
い
た
し
ま
す
。

本
数
的
に
も
多
く
な
り
大
変

便
利
に
な
り
ま
す
の
で
、
通
勤
、

通
学
、
そ
の
他
買
い
物
等
、
皆
　
数

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
本
数
と
時
刻
は
表
の
と
お
　
本

り
で
す
。

本   数 本   数

レンー ル
バ   ジく

ト ロ
　
コ

ツ

臨

時 計
レ́― ル
バ   ,ス

ト ロ
　
コ

臨

時 計

上

　

　

り

現 13 16 下

　

　

り

現 13 16

改 15 17 改 15 17

高   森 阿蘇 白川 中  松 自水高原 阿蘇下日 長  陽
JRへの接続時分

熊本方面 言地方面

X5時 51分 X5時 57分 X6時01分 ×6時03分 ×6時 06う 図 6時 10分 Ю分 9分

トロッコ トロッコ
(特)9

(特 )4

トロッコ トロッコ トロッコ トロッコ トロッコ

(特)2

X21:35 X21:41 X21:45 X21:48 X21:51 X21:56

新
た
に
旅
行
業
を
開
始

増
発
し
て
時
刻
も
改
正

立野行き各駅発車時刻及びJRへの接続時分

凡例 X印  日曜・祝 日運休列車   (特 )JR豊 肥本線の特急列車

7月 26日 は参議院議員

通常選挙の投票日です

選挙は、主権者たる国民が政治

に参加する最も重要で基本的な手

段です。投票に参加することが主

権者たる国民の権利であるととも

に、民主政治の健全な発展に欠く

ことのできないものです。

7月 26日 は、第16回参議院通常

選挙が行われます。そこで、今回

の選挙で心得ておきたい投票の方

法についてお知らせ します。

【熊本県選出議員選挙】

県選出議員選挙は、投票用紙に

候補者1人の名前を書いて、lrllll
レ` 。                          |

【比例代表選出議員選挙】

比例代表選出議員選挙は、投票

用紙に政党その他の政治団体の名

称または略称を 1つ書いてくださ

い 。

【代理投票】

自分で候補者名や政党名を書く

ことのできない人のために、代理

投票が認められています。当日係

員に申し出てください。

フ

コ餞

ス

く

ま

ア じ

イ ト

ノ'ヽ  _

ノレスト

92σ)

講保

羽母
Fヨ 書手

副吸

会験
準
備

高森グラウン ド
・ ゴルフ協会

高森グラウンド・ゴルフ
協会では、会員を募集して
います。
☆連絡先 町教育委員会(8
②4111)まで。

7/15日 (水)7/27日 (月 )8/5日 (水)時間 9時～15時 (10)

|||■ |

車『
へ

＼
いヽ
‐Ａ
一鰍

車
劇
嶽

＼
い
よ
裕
剛

0
つ

の

篠場011‐||1支 払 日



草部北部小学校

晰 鸞 鯰 瘍 鶉 瘍 醸 薇
明:る Lヽ家庭|:は健康から111

´
苺 題「どんぐりとやまねこ」

4年

甲斐 弘高 くん

担任の丼正成先生から…宮沢賢治の「どん

ぐりとやまねこ」を聞いて絵にしました。

男の子の表情やどんぐりの姿など良<ガけ

てます。

題「お母さん」

1年

本田あゆみ さん

■レン トゲンと成人病健康診査が始ま ります。■

○胸部レントゲン検診 (18歳以上の方)

。早期発見、早期治療で結核及び肺ガンをなくしましょう。

・検診は、わずかな時間で済みます。衣類は着脱しやすいものを着ておいでください。

○成人病健康診査 (40歳以上の方)

・健康診査の内容 (問診、身長、体重、診察、血圧測定、血液検査、検尿、心電図、眼底検査 )

平成 4年度一般住民レン トゲン成人病健康診査日程表

●
担
任
の
西
岡
美
穂
先
生
か
ら
…
と
て
も
や
さ
し
い

目
を
し
た
お
日
さ
ん
の
顔
で
す
。
あ
ゆ
み
さ
ん
が
、

お
日
さ
ん
を
大
好
き
な
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

●

●   ●

万
緑
や
阿
蘇
遠
く
又
近
く
見
せ

平
凡
と
言
ふ
倖
せ
に
茄
子
植
ゆ

無
造
作
に
歳
と
る
ば
か
り
薄
暑
か
な

幾
山
河
越
え
し
故
郷
ほ
と
と
ぎ
す

山
峡
に
声
暮
れ
残
る
ほ
と
と
ぎ
す

緑
濃
き
悲
恋
の
里
の
五
月
雨
れ
て

明
け
て
ゆ
く
障
子
の
影
や
ほ
と
と
ぎ
す

助
か
る
　
あ
ァ
た
が
杖
に
な
る
な
ら
ば

砂
　
世
界
記
録
の
足
の
跡

ビ
キ
タ
ン
曰
く
　
自
然
こ
わ
さ
ん
娑
婆
が
え

ェ

行
方
不
明
　
小
銭
貯
む
る
と
癖
出
さ
す

助
か
る
　
パ
パ
に
も
似
合
う
割
烹
着

ま
た
左
遷
　
筋
金
入
り
の
い
み
り
居
る

免
許
証
　
や

っ
と
先
代
超
ゆ
る
味

砂
　
や

っ
ぱ
湯
当
り
す
る
か
い
た

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

阿
南
は
じ
め

草
村
あ

つ
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子
　
の

野
尻
　
里
女

（阿
蘇
御
神
火
会
）草 野

村 尻

鶴 誓
代 道

日

【 区域 実 施 場 所 小 部 落 名

7月 16日 (木 )

野 尻

津 留
野尻林業センター

河地 。上津留・山付・神原

永野

平・仲江 。宮園 。新町

上町・下町・栃原

9 :30^‐ 10:30
10:30～ 11 :30

13:30～ 14:30
14:30～ 15:30

7月 17日 (金 )

野  尻 野尻林業センター
川上・胡桃原

倉地・水上・井上

9 :30^ν 10:
10:10～ 11:

旭  通 下町公民館 旭通 13 : 30～ 16: 00

7月 20日 (月 ) 色  見 JA色見支所 集会所

小倉原・西丁

中園

戸狩・井上

山鳥

9 :30～ 10:30
10:30～ 11 :30

13:30～ 14:30
14:30^ウ 15:30

尾  下 尾下体育館
片山

百刈

々 久 9 :30^ν 10: 10

10: 10^シ 11 :00

河  原 河原小学校体育館
市野尾・上玉来・大道

河原・味鳥・黒岩 。当尾野

13:30^ν 14:30
14:30～ 15: 30

上色見 上色見小学校体育館

東中原 9 :30^ヤ 10 30

30

30

30

30～ 11

30～ 14

30～ 15

7月 23日 (木 )

菅  山 菅山集会所 大字菅山 9 :30^v10:00

草 部

芹 口
草部南部小学校体育館

官原

男原

芹 口 牛神

10

13

14

40^フ 11 30

30

30

30～ 14

30´ヤ15

7月 24日 化鐘)

草 部

永野原

下 切

草部基幹集落センター

木郷・川走・小崎・山の口

社倉

幸子・小楢木・大楢木・永野原 。大仲野

大字下切 。小仲野・岩神

9

10

13

14

30～10:00
00～ 11 : 30

30^ャ 14:30
30～ 16:00

7月 27日 (月 )
上 在
村 山

憩いの家
上在

村山

9 :30^ν ll :30

13:30～ 15:30

7月 28日 (火 )

中

矢津田
草部北部小学校体育館

今村・祭場

中村・峰の宿・吉尾野

赤羽根

小村・高尾野・柳谷

10

13

14

天 神

昭 和
下町公民館

天神

昭和

昭和

9 :30～ 10

10:30～ 11

13130～ 16

上 町
下 町

下町公民館

上町

下町

下町

9 :30～ 10

10:30～ 11

13:30～ 16

30

30

00
久

津

野

留

森

高森小学校体育館

冬野

津留

森

30～ 10

30´-11

30～ 15

8月 3日 (月 ) 横  町 高森小学校体育館
横町

他の場所で受診漏れの方

9 : 30^ν ll

13:30～ 16

卜
に
〓
　
　
　
　
　
　
　
ｎ

リ

“り

　

　

　

仁

¨

肥

後

狂

句

(4)
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Ｆ
た
機
―
″
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‐
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月 受 付 時 間

7月 21日 (火 )

7月 22日 (水 )

7月 29日 (水 )

7月 301日 (木 )

7月 31日 (金 )
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活
気
あ
ふ
れ
る
団
活
動
を

青
年
団
活
動
を
行

つ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今

一
度
考
え
を
新

た
に
し
、
自
信
を
も

つ
て

一
人

ひ
と
り
が
も

つ
と
の
び
の
び
と

周
囲

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
地
域
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
と
様
々
な
問
題

を
解
決
し
、　
一
人
で
出
来
な
い

時
に
は
仲
間
が
い
る
の
だ
か
ら

全
員
が
協
力
し
合
い
、
常
に
前

向
き
の
姿
勢
で
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【役
員
】
〈団
長
）
住
吉
伸
博
〈副

団
長
〉
本
田
清
二
、
後
藤
美
香

〈総
務
部
長
〉
後
藤
浩

一

〈事

務
局
長
）
佐
藤
民
雄

（事
務
局

員
〉
田
代
勝

〈体
育
部
長
）
児

玉
幸
之
助

（文
化
部
長
〉
相
馬

俊
樹

〈
レ
ク
部
長
）
岩
下
博
幸

（社
会
部
長
）
工
藤
保
広

〈広

報
部
長
〉
井
上
英

一
（女
子
部
〉

佐
藤
祐
子
、
後
藤
初
子

（監
事
〉

本
田
秀
雄
、
工
藤
徳
義
、
大
内

田
弘
徳

い
ま
す
。

し
か
し
、
現
団
員
で
力
を
合

わ
せ
て
い
ろ
ん
な
活
動
に
取
組

み
、
町
全
体
に
青
年
団
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
高
森
町
を

担
う
若
者
の
教
育

・
育
成
に
少

し
で
も
力
に
な
れ
ば
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。
毎
年
、
青
年
団
の

事
業
と
し
て
育
成
キ
ヤ
ン
プ
、

社
会
福
祉
活
動
、
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
イ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
が
あ
り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た

新青年団長の

住吉 伸博さん (28)

関
連
し
て
、
青
年
団
と
し
て
の

後
継
者
不
足
も
深
刻
な
悩
み
で

す
。
や
は
り
団
員
あ

っ
て
の
青

年
団
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
に
取
組
み
た
く
て
も
か
な

り
の
無
理
が
生
じ
ま
す
。
団
員

の
仕
事
も
片
寄

っ
て
お
り
活
動

内
容
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま

青
年
団
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
、
年
々
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
と
団

員
減
少
と
い
う
現
実
に

押
さ
れ
後
継
者
の
育
た

な
い
今
、
そ
の
内
容
も

事
業
も
完
全
に
消
化
で

き
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。

後
継
者
不
足
な
ど
に

町民参加で

を

盛り上げよう

ヽ
―
十
七
日

（
月
）

．ノ
′
十
八
日

（
火
）

風
鎮
祭
行
事
に

一
般
参
加
を
期
待
し
ま
す

☆
創
り
物
出
品
参
加

従
来
の
創
り
物
と
は
別
に
ミ
ニ
創
り
物
を
次
の
要
領
で
お
願
い

し
ま
す
。

①
大
き
さ
は
机
に
乗
る
程
度

（
一
人
で
持
て
る
大
き
さ
）

②
材
料
は

一
般
の
創
り
物
に
準
ず
る
。
ま
た
、
解
体
後
原
形
に
復

し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
材
料
を
混
合
し
て
制
作
し
て
も

結
構
で
す
。
（切
り
き
ざ
み
、
着
色
し
な
い
こ
と
）

③
持
込
み
締
め
切
り
／
八
月
十
七
日
午
前
十
二
時
ま
で

④
撤
去
／
祭
終
了
後
各
自
持
帰
り

⑤
持
込
み
先
／
展
示
会
場

（十
七
日
、
十
八
日
展
示
）

⑥
応
募
資
格
は
町
内
在
住
者
及
び
町
内
に
職
場
を
有
す
る
者
で
あ

り
、
子
供
会
、
町
内
会
、
同
好
会
等
団
体
、
個
人
の
別
を
問
い
ま

せ
ん
。

☆
仁
輪
加

・
舞
踊
等
の

一
般
参
加

①
中
央
舞
台
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て
上
演
が
出
来
ま
す
。

②
あ
ら
か
じ
め
出
演
者
名
、
演
題
を
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

☆
綱
引
き
大
会

参
加
者
の
事
故
防
止
は
各
自
が
自
主
的
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

事
故
等
に
対
す
る
補
償
は
致
し
ま
せ
ん
。

☆
そ
の
他

仮
装
行
列
、
手
踊
り
の
団
体
、
個
人
参
加
は
、
祭
実
施
期
間
中

に
随
意
と
し
ま
す
。
但
し
、
あ
ら
か
じ
め
参
加
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
各
種
参
加
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

風
鎮
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
　
高
森
町
商
工
会

（
圏
②
０
２
７

４
）
ま
で

●  ●

●   ●

家
庭
教
育
は
幼
児
期
か
ら

家
庭
教
育
講
演
会

父
の
日
参
観
と
家
庭
教
育
講
演

会
が
六
月
二
十

一
日
、
高
森
保
育

園
で
開
か
れ
、
親
子
で
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
子
供
か
ら
父
親

へ
の
プ
レ

ゼ

ン
ト
を
し
た
り
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。

ゲ
ー
ム
の
後
、
熊
本
家
庭
教
育

研
究
所
所
長
の
田
辺
嘉
子
先
生
が

『
家
庭
教
育
の
重
要
性
』
と
題
し

て
講
演
さ
れ

「子
供
の
教
育
に
は

環
境
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
子

供
の
前
で
は
夫
婦
喧
嘩
な
ど
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

ユ

ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
が
あ
り
、

参
加
し
た
父
母
も
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

大
阿
蘇
絵
画
展
開
催
を
承
認

高
森
町
文
化
協
会
総
会

平
成
四
年
度
高
森
町
文
化
協
会

の
通
常
総
会
が
六
月
二
十
三
日
、

町
商
工
会
館
に
約
四
十
五
名
が
集

ま

っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
村
俊
男
会
長
や

今
村
博
信
町
長
の
あ
い
さ

つ
の
後

議
事
に
移
り
、
昨
年
県
民
文
化
祭

で
催
さ
れ
た
大
阿
蘇
絵
画
展
を
引

き
続
き
開
く
こ
と
や
事
業
計
画
、

予
算
、
会
則
の

一
部
改
正
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
熊
本
大
学
非
常
勤
講

師
の
鈴
木
喬
先
生
に
よ
る

「逸
話

に
み
る
清
正
公
」
と
題
し
て
文
化

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家庭教育の重要性を話される田辺先生

黙
“
―
ル
ろ
イ
エ
公

‐
一１
１

，

，

町の文化発展について協議された文化協会総会

(8)

外
側
に
も
虹
が
見
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
色
の
順

序
は
反
対
で
す
。
虹
は
太
陽
の
当

た
る
方
向
に
見
え
ま
す
か
ら
、
雨

の
上
が

っ
た
と
き
な
ど
、
太
陽
を

背
に
し
た
方
向
を
見
ま
し
よ
う
。

虹
に
つ
い
て
は
、
古
来
さ
ま
ざ

ま
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
ギ

リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
虹
は
水
の
女

神
が
黄
金
の
翼
を
広
げ
て
、
天
と

地
の
間
を
行
き
来
す
る
と
き
の
橋

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
日
本
に
は
、
「晩
の
虹
は
鎌

を
研
げ
、
朝
の
虹
は
隣

へ
行
く
な
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

晩
の
虹
は
翌
日
晴
れ
る
前
兆
だ
か

ら
、
畑
仕
事
の
準
備
を
せ
よ
、
朝

の
虹
は
天
気
が
悪
く
な
る
か
ら
、

外
出
は
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
「晩
の
虹
は
江
戸

ヘ

行
け
、
朝
の
虹
は
隣

へ
行
く
な
」

と
い
う
の
も
、
同
じ
意
味
で
し
よ

う
。
昔
か
ら
虹
は
、
天
気
予
報
に

:'|;1::の
使
用
消
滅
に
、
も
つ
と
関
心
を

も
ち
た
い
も
の
で
す
。

も
使
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
美
し
い
空
、

美
し
い
地
球
を
次
の
世
代
に

伝
え
る
た
め
に
は
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
七
月
は

「ォ
ゾ

ン
層
保
護
対
策
推
進
月
間
」

で
す
。
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
資

夏
の
夕
方
、
暑
さ
を
吹
き
払
う

よ
う
に
夕
立
が
通
り
過
ぎ
、
そ
の

あ
と
に
大
き
な
虹
が
か
か

っ
た
と

き
の
さ
わ
や
か
さ
は
最
高
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
虹
の
下
を
く
ぐ
ろ

う
と
、　
一
生
懸
命
に
走

っ
た
思
い

出
を
も
つ
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

虹
は
、
太
陽
光
線
が
空
気

中
の
水
滴
に
当
た

っ
て
、
色

が
分
か
れ
る
現
象
で
す
。
七

色
の
順
序
は
、内
側
か
ら
紫
、

藍
、
青
、
緑
、
黄
、
だ
い
だ

い
、
赤
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
副
虹
と
い
っ
て
、
虹
の

(5)
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マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ

二
千
人
の
聴
衆
を
魅
了

阿
蘇
の
野
の
花
に
捧

げ
る
恒
例
の
コ
ン
サ
ー

ト

「第
十
二
回
は
な
し

町
を
花
で
飾
ろ
う
と

花
の
苗
を
配
布

町
を
花
で
き
れ
い
に
飾
ろ
う
と
、

町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

（本
田
信

一
郎
会

長
十
人
）
が
、
こ
の
ほ
ど
高
森
駅

や
農
協
、
役
場
、
銀
行
な
ど
町
内

の
事
務
所
を
訪
れ
花
の
苗
を
配
布

し
ま
し
た
。

六
年
前
か
ら

『花
い
っ
ぱ
い
運

動
』
と
し
て
始
め
ら
れ
た
花
の
苗

配
布
は
、
今
年
も
四
月
に
種
を
ま

き
、
同
ク
ラ
ブ
員
に
よ
り
丹
精
こ

め
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
も
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ら

れ
た

『
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
』
『
サ
ル

ビ
ア
』
『
イ
ン
パ
チ

エ
ン
ス
』
な
ど

の
花
の
苗
が
各
事
務
所
の
ロ
ビ
ー

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
六
月
二
十

八
日
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
梅
雨
の
季

節
に
薄
紫
色
の
か

れ
ん
な
花
を
咲
か

せ
る

ハ
ナ
シ
ノ
ブ

の
美
し
さ
に
魅
せ

ら
れ
た
、
熊
本
市

在
住
の
作
曲
家
林

田
戦
太
郎
さ
ん
が
、

昭
和
五
十
六
年
に

本
町
草
部

・
祭
場

の
自
生
地
で
野
の

花
の
た
め
に
と
演

奏
し
た
の
が
始
ま

り
で
、
翌
年
か
ら

休
暇
村
に
会
場
を

移
し
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
雨
模
様
と
な

つ
た

コ
ン
サ
ー
ト
は
会
場
を
セ
ン

ト
ラ
ル
ロ
ツ
ジ
に
移
し
て
行
わ
れ
、

鉢
植
え
さ
れ
た

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
花

が
咲
き
誇
る
な
か
、
尚
綱
高
校
ギ

タ
ー

・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ

り
林
田
戦
太
郎
さ
ん
作
曲
の
組
曲

「は
な
し
の
ぶ
」
な
ど
の
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
や
高
森
小
学
校
児
童
に

よ
る
合
唱
が
あ
り
、
訪
れ
た
約
二

千
人
の
聴
衆
を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
第
八
回

「阿

蘇
の
野
の
花
」
歌
詞
募
集
入
選
者

の
中
か
ら
特
選
に
選
ば
れ
た
八
代

郡
坂
本
村
の
中
庭
泰
二
郎
さ
ん
や
、

第
四
回

「
て
る
て
る
坊
主

コ
ン
テ

ス
ト
」
金
賞
受
賞
の
平
田
医
院
の

表
彰
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。

駅に花を設置するクラブ員のみなさん

スポーツを通じて親睦 聴衆を魅了した「はなしのぶコンサー ト」

23点が出品された「てるてる坊主コンテスト」 マンドリンの調べに聴き入る聴衆

●   ●

●

第 1回家庭婦人 ミニバ レーボール大会が 6月 21

日、高森中学校体育館で行われました。

地域婦人の健康増進 と親睦を図ることを目的に、

町内の家庭婦人を対象にミニバ レーボール大会を

開き、スポーツを通 じて明るく潤いのある地域づ

くりをめざそ うと、町教育委員会・体育指導委員

が開いたものです。

試合はAパー トか らHパー トの 8つのブロック

に分けられ、 1チーム 5人編成で 5人の合計年齢

が 200歳 以上とい う条件で行われ、この 日は各駐

在区から42チーム約 210人 が参加 して熱戦を繰 り

広げました。各パー トの優勝チームは次の通 り。

Aパー ト 村山きんさんぎんさんチーム

Bパー ト 上在Aチーム

Cパー ト 永野原Aチーム

Dパー ト 旭通 Bチーム

Eパー ト 昭和 Bチーム

Fパー ト 野尻Aチーム

Gパー ト 中西チーム

Hパー ト :旭通Aチーム

熱戦が繰 り広げられた ミニバ レーボール大会

(7)

「記録阿蘇・上色見」を出版された荒牧英男さん

■
●
・
　
　
・”
・一
一

●

「記
録
阿
蘇

上
色
見
」
を
発
刊

●

高
森

。
上
色
見
の
荒
牧
英
男

（８０
）
さ
ん

が
、
こ
の
ほ
ど
上
色
見
の
歴
史
を
ま
と
め
た

冊
子

「記
録
阿
蘇

。
上
色
見
」
を
自
費
出
版

し
、
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

冊
子
は
、
上
色
見
の
古
墳
か
ら
始
ま
り
教

育
、
農
林
業
、
産
業
な
ど
全
三
百
四
十
八
ペ

ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
写

真
を
約
六
百
枚
使
用
す
る
な
ど
上
色
見
の
す

べ
て
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

荒
牧
さ
ん
は
、
昭
和
初
期
か
ら
写
真
を
撮

り
続
け
、
熊
日
写
真
展
に
入
選
す
る
な
ど
ベ

テ
ラ
ン
。
「ネ
ガ
は
、
帳
簿
を
作

っ
て
整
理

・

保
存
し
て
い
る
が
、
探
す
の
に
苦
労
し
ま
し

た
」
と
荒
牧
さ
ん
。　
一
ペ
ー
ジ
づ
つ
書
い
た

原
稿
を
十
年
か
け
て
整
理
、
今
回
の
発
刊
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
表
紙
に
は
奥
さ
ん
の

荒
牧
ア
ヤ
子
さ
ん
の
書
か
れ
た
根
子
岳
の
絵

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「埋
も
れ
た
も
の
を
掘
り
起
こ
し
、
若
い

世
代

へ
、
ま
た
後
々
ま
で
の
子
孫
の
為
に
も

過
去
の
出
来
事
や
伝
承
を
記
録
し
て
、
後
世

に
伝
え
る
義
務
が
あ
る
」
と
発
刊
に
あ
た

っ

て
の
動
機
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
が
オ
ー
プ

ン

上
色
見

・
中
原
に
こ
の
ほ
ど
ク

ロ
ス

・
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
が
完

成
し
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

杉
林
の
中
に
整
備
さ
れ
た

コ
ー

ス
は
、　
一
周
ニ
キ

ロ
、
幅
約

一
・
五

＝
の
、
地
形
を
利
用
し
た
、
起
伏

に
富
ん
だ

コ
ー
ス
。
昨
年
、
本
町

で
合
宿
し
た

ニ
コ
ニ
コ
ド
ー
陸
上

部
な
ど
の
要
望
に
よ
り
町
が
整
備

し
た
も
の
で
す
。

初
め
て
コ
ー
ス
を
使
用
し
た
、

九
州
産
交
陸
上
部
の
選
手
も

「夏

の
陽
射
し
が
強
い
時
の
練
習
に
は

い
い
で
す
ね
」
と
感
想
。
今
後
は
、

各
実
業
団
陸
上
部
の
合
宿
が
増
え

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 整備されたコースで練習に励む九州産交陸上部

(6)

ミ 総

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせ ください。

総務課

広報統計係

(a② llll)
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